
　近年の就職戦線はたいへん厳しい状況におかれていることを皆さんは肌で感じ、すでに卒業後の進路を定

め本格的にスタートしている人、あるいはそう思いつつも進路について悩んでいる人もいることと思います。

より早く明確な目標をもち、それに向かって努力することが成功への道です。近年の傾向を見ますと信州大学

卒業生たちの公務員志向は高く、国家公務員や地方公務員への合格者が年々増えております。このような状

況を生み出すのに大きな力を果たしてきたのが、信州大学生協が企画するこの「公務員講座」です。多彩な講

師陣による充実した講座内容は、公務員をめざす皆さんの心強い味方となってくれることでしょう。試験に向

けてのさまざまな情報を得ながら、共に同じ目標をめざす仲間と共に努力することは、必ず合格への近道とな

るにちがいありません。この講座を有効に活用し、信州大学生が各種の公務員として全国で活躍されることを

期待しております。

面接対策･仕事研究など総合サ
ポート

面接対策･仕事研究など総合サ
ポート

学内講座ならではのフォロー体
制

学内講座ならではのフォロー体
制

10ヶ月間の短期集中講座10ヶ月間の短期集中講座



POINT

1
POINT

2
POINT

3

全国の大学で公務員試験対策講義を行ってき

た実績のある講師陣を信州大学のキャンパス

に迎え、ライブ（生）講義（一部DVDを併用する

コースもございます）を中心に行います。1次

（筆記）試験対策はポイントを絞った効率の

よい学習が不可欠です。公務員試験対策講座

は、基礎の講義と問題演習をおりまぜ、内容

を効率よく吸収できるように工夫していま

す。大学の講義のない土曜日と夏・春の長期

休暇期間中に開講するので、大学の講義を休

むことなく出席することができます。

松本、工学部、教育学部、繊維学部、農学部

のすべてのキャンパスの生協購買（書籍）店

舗内に、欠席時対応および復習用の講義収録

DVDと板書コピーコーナーを設置。受講生

はこれらのDVDを何度でも無償で借りるこ

とができます。欠席時だけでなく復習にも活

用できます。

2010年（平成22年度）試験合

習や試験の体験談を直に聞くこと

格体験交流会」の実施。例年受講生

の生の体験談を聞ける貴重な体験

評価をいただいています。その他、

状況や進路などの相談ができる

合同官公庁説明会など、講義だけ

のモチベーションが持続するよう

り込まれています。
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2月くらいから直前対策が本格化します。4

月までに1次（筆記）試験対策の仕上げとし

て模擬試験2回を予定（さらにオプションで

対応試験別の模試もあります）。また2次試

験の集団討論対策として、独学では決して体

験することができない受講生同士で行う「模

擬集団討論」、講師が志望動機の受け答えな

どを個別に指導する「個人面接指導」などを

行います。

格者から学

ができる「合

からは先輩

として高い

勉強の進捗

「個別面談」、

でなく、学習

な企画も盛

1～3月頃に理解度を確認する模試を行いま
す。日程は、開講後にご案内します。

｢行政の課題｣など出題実績から、論作文におけ
る認識や意見のまとめ方について学びます。

自己分析から志望動機、自己アピールなど｢面接｣
の準備を学びます。

試験の種類と対策、仕事内容など。試験と仕事
とついての理解を深めます。

EQを使って「自己理解」をすすめ、面接対策な
ど公務員になるためのヒントとして活用します。

知能系科目は教養科目の中でも、必修重要科目
として出題数の4割以上を占めます。そのうち｢
数的処理｣｢資料解釈｣は、1次試験のなかで最も
格差が付く科目です。短時間に効果的に問題を
解く極意を掴み、繰り返しの学習で身につける
ことが重要です。｢文章理解｣は、現代文の要約
や英文和訳など比重が高い科目です。

文系の方は得意科目にしましょう。理系学部の
方はセンター入試での選択科目を公務員試験向
けにどうまとめるかがポイントです。

｢社会科学｣は知識系科目で問題数が最も多い重
要な科目です。行政の仕事の基礎を掴む科目で
すので、知識を積むだけでなく、論作文や面接
で理解を前提に意見を発表できるようになりま
しょう。｢時事｣はニュースの理解から最新の社
会的課題の把握が求められます。

自然科学の知識と理解、法則の活用などです。理・
工・繊維・農学部の方は、得意科目にしましょう。

公務員採用後の仕事に役立つ行政庁･行政官の基
本法。専門用語が多いですが、"行政作用とその
侵害に対する救済"という流れを押さえて学習を
すすめていきましょう。

日常生活に広く関わる法律です。出題数が多
く、範囲も広いので、民法の攻略が法律系科目
の最大のヤマとなります。

最も基本となる法律で出題範囲が広くないが出
題ウェイトも高く得点源になる科目です。専門
科目で最初に始める講義科目です。法律系科目
の理論的基礎となるので、まず憲法を理解する
ことが法律系科目を征服する近道になります。

主要4科目に続く準主要科目で県庁などにも必
ず出題されます。国家Ⅱ種でも｢政治学｣、｢行政
学｣、｢財政学｣は選択率が高い科目です。なかで
も｢財政学｣は最新時事にも通じ、ポイントが限
られていますので短期間に習得しやい科目にな
っています。｢経営学｣は、行政でも民間経営の
感覚が導入され、国でも地方でも比重が高まっ
ています。｢社会政策｣は、地方自治体で高齢化
社会や格差社会等、社会福祉政策で比重が高ま
っています。

出題数が多く、比重の高い科目で、｢財政学｣｢経
済政策｣の前提となります。ミクロ経済学とマク
ロ経済学の2科目から成り立ち、財政･金融など
の応用分野の基礎となる経済分野の基幹科目で
す。経済用語だけでなく数式、図表で微積を使
い、理系学部で得意にする学生も少なくありま
せん。｢民法｣と共に得点差が大きく発生する科
目ですので頑張って得意科目にしましょう。

理工系技術職の共通科目である物理と数学で
す。土木､建築､機械､電気､化学などの専門科目
のなかでも比重が高く、対策が重要です。




